
仙台市榴ケ岡市民センターで検索または 

https://www.sendai-shimincenter.jp/miyagino/tsutsujigaoka/index.html  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年 1月 1日発行 
〒983-0842 仙台市宮城野区五輪 1-3-1 
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市民センターだより 1月号 
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榴ケ岡老壮大学 
工業デザイン発祥の地をのぞいてみよう 

皆様、あけましておめでとうございます。 
新型コロナウイルスとの戦いも４年目となります。感染状況も第８波の最

中にあるものの、日常生活は通常に近い形で送れるようになりました。 
新年を迎えるにあたり、榴ケ岡市民センターとして、地域の皆様やご利用

の皆様の願いや思いを実現できますように、職員一同、一丸となってお手伝
いをさせていただきたいと思います。 
本年も、どうぞよろしくお願い申し上げます。 

榴ケ岡市民センター 館長 大橋 年男 
 

            10月は館外学習で地下 

鉄東西線荒井駅舎内にあ 

る「せんだい３.11メモリア 

ル交流館」に行きました。 

初めての方たちがほとんど 

で、風化してはならない東

日本大震災の記憶にそれぞれが再び向き合った時間

になりました。11 月は介護予防月間で、理学療法士

の方から腰痛予防についてわかりやすく教えていた

だきました。腰痛を予防するには、運動習慣をつける

ことが大切で日頃の心がけが重要であると学び、受

講生の方々はそれぞれの日常生活を振り返っていた

ようです。 

第５回 館外学習 第５回 館外学習 

第６回 腰痛予防 

第 1回  

工芸指導所って？ 
第 1回 跡地見学 

第 1回 記念碑 第２回 玉虫塗って？ 

第３回 作られた物 

とは？ 

 

第３回 再現作品 

第３回 再現作品 

 日本の工業デザイン発祥の地が宮城野区にあります。そ

れは昭和３年に設置された「国立工芸指導所」の跡地で、

現在はその一画に記念碑が立っています。しかしこの存在を

知る人は少なく、この３回の講座を通して、なぜ「国立工芸

指導所」が作られたか、そこから生まれた玉虫塗（宮城県指

定伝統工芸品）、そしてこの貴重な場所をどのように守り伝

えるのかを学びました。 

※老壮大学で作ったミニ門松 



 

   

  よ～く見てみると、細～い糸でぷら～んと

ぶら下がった毛虫の姿が…き、きみだったの

か。体長約２ｃｍ、風になびいて左へ右へ、自

動ドアのセンサーが反応する絶妙な位置に垂

直降下していたのです。ドアを開けることは

できても中に入ることはできなかったようだ

ね毛虫くん。その果敢な冒険にほっこりする 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１月の休館日 

１日（日）、２日（月）、３日（火）、４日（水）、１０日（火）、１６日（月）、２３日（月）、３０日（月） 

 ＜体育館個人使用日＞ 
◆ 種 目 バドミントン・卓球ができます。＊用具とシューズはお持ちください。 

◆ 使用料 1回の受付につき２時間 小中学生 120円、一般 240円 

※講座の受講者募集等でいただいた個人情報は、講座運営以外には使用いたしません。用紙はリサイクルできます。 

 

  榴ケ岡市民センター（榴岡公園南側）   

時間： 9:00 ～ 17:00 

７日（土）・８日（日）、１４日（土）・１５日（日）、

２１日（土）、２９日（日） 

時間等やむを得ず変更になる場合があります。詳細はお問い合わせください。 

 生涯学習支援センター（パルシティ仙台5階）  

時間： 9:00 ～ 16：30 

14 日（土）、28日（土） 

     詳細はお問い合わせください。 

榴
ケ
岡 

よ
る
も 

ひ
る
も 

 ある日曜日の夕方、当館

玄関の自動ドアが勝手に

何度も開閉を繰り返すと

いう怪奇現象が起こりま

した。誤作動？誰かのい

たずら？それとも外星人

による何かの警告？精度

の高い機械の不思議な挙

動、なぜ？だれ？高まる

鼓動、深まる謎で背筋に

冷たいものが…。 

も、ごめんなさい今日の体育館個人使用は終了

してしまいました。 

思い起こすとこのコラムには小さな虫たちに

たくさんご登場いただいており、仙台の中心部に

ある施設らしからぬ生物多様性を示しています。

同じように隣接する榴岡公園の樹木や植物たち

も、四季を通じてたくさんの話題を提供してくれ

る立役者です。緑萌え、花が咲き、実を結び、次

世代へつなぐ―懸命に生きるいのちは多様だか

らこそ共に輝き、美しいのです。 

 

 

 

そんな中、つつじのめぐみプロジェクト 2023

が始動します。昨年は多品種ある桜の特徴を学

び、桜湯作りに挑戦しました。次はまだまだある

めぐみとどう戯れるか、職員内でけんけんがくが

く協議が進められているところです。  （関沢） 

 

ンケンガクガクつつじのめぐみ 

  

  


